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議案第７６号 

幸手市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例 

第１条 幸手市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令和元年条例

第５号）の一部を次のように改正する。 

第３条に次のただし書を加える。 

 ただし、別表第１の給料月額に地域手当を加えた額が最低賃金法（昭和３４

年法律第１３７号）に規定する地域別最低賃金に１６２．７５を乗じて得た額

（当該額に１円未満の端数があるときは、これを１円に切り上げた額）（以下

この条において「算定月額」という。）を下回る場合は、当該算定月額を１０

０分の１０６で除して得た額（当該額に１円未満の端数があるときは、これを

１円に切り上げた額）を給料月額とみなす。 

第７条第１項に後段として次のように加える。 

この場合において、給与条例第１７条の４第２項中「１００分の１１２．５」

とあるのは、「１００分の１２７．５」と読み替えるものとする。 

第１６条第１項中「第１７条の４第４項」を「第１７条の４第２項中「１００

分の１１２．５」とあるのは「１００分の１２７．５」と、同条第４項」に、「と

あるのは、」を「とあるのは」に改める。 

第２条 幸手市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を次のよ

うに改正する。 

第７条第１項後段を削る。 

第１６条第１項中「第１７条の４第２項中「１００分の１１２．５」とあるの

は「１００分の１２７．５」と、同条第４項」を「第１７条の４第４項」に、「合

計額」とあるのは」を「合計額」とあるのは、」に改める。 

附 則 

（施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、令和４年４月

１日から施行する。 

２ 第１条の規定による改正後の幸手市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
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する条例（以下「改正後の条例」という。）第３条の規定は、令和３年１０月１

日から適用する。 

（給与の内払） 

３ 改正後の条例の規定を適用する場合には、第１条の規定による改正前の幸手市

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の規定に基づいて支給された

給与は、改正後の条例の規定による給与の内払とみなす。 

令和３年１１月３０日提出 

幸手市長 木 村 純 夫 

      提 案 理 由 

会計年度任用職員の給料及び地域手当の合計額が埼玉県の最低賃金額の水準を下

回る場合の規定の整備並びに期末手当の令和３年度支給割合の据置き及び人事院勧

告を踏まえた令和４年度以降の支給割合の改定をしたいので、この案を提出するも

のである。 

  

 


